
必要でしょうが、絵描きは絵を描いて、みんな
一緒に単価を上げていきたいですね。

芦田　そうですね。我々がやろうとしたことは、
アニメの現場で頑張っている人たちの「あしな
がおじさん」だったんですよ。例えるなら、ひっそ
りと、彼らが知らない間に、あんぱんとかおいし
いものを、置いてきてあげる。そういうことです。
自分が先頭切って儲けようという考えはなかっ
た。
　今回の若手アニメーター育成事業の騒動を
通して、「JAniCAの仲間割れ」みたいなストーリー
を作っている奴がいる。今回の事業が決まった
ところで、「仕事と金を自分たちにもよこせと、芦
田のところにベテラン連中が群がって来た。」と
言うストーリーを作った奴がいるんです。本当
のところ そういう人（ベテラン連中）はひとりも
いませんでしたね。ただ、私は今まで一緒にやっ
てきた仲間だから、みんなで仕事を分配すれば
いいじゃない、ひとり一千万とかではなくてね。
例えば５人でやれば、その方が楽だし。そういう
考えや発言はありました。何よりも分裂すること
を一番避けたかったので。

--------やはり今年6月6日の総会が大きなターニ
ング・ポイントではないかと思うのです。総会と
常任理事会の流れが良くわかりません。僕の感
想は「なんで芦田さん降りちゃったのよ、自分か
ら。そんなに嫌気がさしたのかなあ？」というも
のでした。

芦田　実を言うと自分から降りたのではないん
です。（理事だけの集会である）理事会の投票
によって、私は罷免されたと言うのが事実です。
「芦田をおろせと文化庁が言っている。そうし
ないと文化庁は今回の事業を引き上げるどこ
ろではなくて、永久にアニメ業界に金は出さん、
と言っている。」そういう風に、他の理事に吹き
込まれたからなんです。それじゃあアニメ業界
のために、芦田に退いてもらおうかと言う判断
になってしまったかと推察するのですが。

--------罷免の理由はなんなのですか？「芦田代
表は不適当だ」と言うような動議があった？

芦田　(2010年5月26日に)「理事会にかけずに、
文化庁に掛け合いに行った」と、それが理由で
す。ただ、理事会にかけずに重要事項を決めて

しまうってことは、他にもたくさんあるので。例え
ば、予算を配分するとか、事業の人材配分をし
てしまうとか、むこうも違反していることになる。

--------けっこう事業の形が決まってから、芦田さん
のところへお話が上がっているわけですよね？事
業の中心になった人たちも最初の企画の時か
ら理事会に諮らないで文化庁と接していること
になるのでは？

芦田　私としては、自分と親しいところ会社だけ
に事業をまわすとか、今まで一緒にやってきた
仲間を排除して少ない人数でお金を手にしよう、
という発想はまったくなかったです。私も業界で
長年仕事をやってますから、アニメ業界にお金
が流れてくることはいいことと思います。だから
（理事会にかけないで）とりあえず進めてもいい
よとは何度か電話で言いました。自分も作品を
抱えていて多忙だし、他の理事も同様。仕事を
することが一番ですから。ただ、あとで修正は可
能だろうとは思っていました。
しかし、事業の重要メンバー、スケジュール、予
算配分、お手盛り的な個人報酬、作品の選考委
員、選考方法等々……「”文化庁”がどれもこれも
変更してはいけないと言っている」と現JAniCA
執行部が発言したのです。

--------それで芦田さん、宇田川さんが文化庁に
詳しい話を聞きに行ったわけですね。そうした
ら何か芦田さんに対して法的な措置がとられた
とか。

芦田　JAniCAで決めたことに対する内規に反
したということで、O監査理事から私に対して
「強要・背任による代表の資格停止」の仮処分
命令が出されました。しかし弁護士から裁判所
に対してそうした通知がなされることは、我々
一般人にとっては何か法律違反を犯したかの
ようなプレッシャーがかかる。実際に、理事会で
私の罷免に投票した人たちも、これが表に出る
と私の名誉が傷つくと思って、これは罷免という
形をとらざるを得ないんじゃないかという判断
をしてしまった。実際はそういう内容のものでは
全然なかったわけだけれども。

--------確かにわれわれ業界の人間はうぶだから
裁判所が出てくるような話になればそれだけで
うろたえてしまいますね。

芦田　まさに我々の仕事ぶりの弱点（描くこと
に夢中）をつかれましたね。我々の世界において
成功するとは、どういうことかの問題でもあると
思うんです。いい仕事をして、適正な報酬を得る。
そういうことであって、さきほど言ったように、フィ
クサーをしたり、中抜きをして報酬を得たりして
も、それはアニメ業界では成功した人間とは言
わないんです。でも、現執行部の何人かは、それ
をホリエモンや投資家の村上氏が言っていた
「勝ち組」だと思っている。その考えが、やっぱり
アニメをダメにしてしまうと思っています。同じ
ように「稼いでいるアニメーターは、ちゃんと制
作会社と交渉して高額なお金を得ている。それ
ができない奴はダメだ」というこれまた別なバ
カがいる。先ほども述べた通り、我々アニメ職人
は仕事を始めてしまうと採算などまったく気に
しなくなる。これが日本の職人伝統だ。これが日
本のアニメをかたち作ってきた。
そのかわり交渉とかそういうことをやってあげ
るのがJAniCAの役目だった。JAniCAで自分が
一千万得るんなら、100万で我慢して、900万を
そういう人たちに回せよ、って思うのです。それ
が自分の考えているJAniCAです。先を争うよう
に報酬を得ようとするのは間違っている。だから、
ここのところでの「すれ違い」は埋められるのか。
まあ、現在のJAniCAを牛耳っている業界外の人
たちとは到底埋められる話ではないでしょう。
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